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　昨年７月の西日本豪雨と、同９月の北海道胆振東部地
震の被害に関連して、ベルマーク財団は51校を対象に
総額1120万円相当の設備・教材等の援助を実施いたしま
す。
　西日本豪雨では、被害の大きかった岡山・広島・愛媛３
県の教育委員会にお願いして実態を調べた結果、43校
に援助します。このうち広島は、小学校には各種の支援
がきているが中学校が手薄だとのお話を受け、対象は中
学校に絞っています。また、財団が呼びかけていた西
日本豪雨被災校への緊急友愛援助は昨年12月で終了し、
30校から53万2647円が寄せられました。ご協力いただ
いた方々に感謝申し上げます。
　一方、北海道地震は、被害の大きかった震源地周辺の
厚真・安平・むかわ３町について、北海道教育庁の協力を

得て状況を調べ、小学校５校、中学校３校の計８校に援
助いたします。
　支援先の学校は以下のとおりです。

西日本豪雨災害
【岡山県】▼倉敷市　川辺幼稚園　箭田幼稚園　川辺小　
箭田小　真備東中　真備中　真備陵南高　▼総社市　昭
和小　神在小　昭和中　総社中　▼矢掛町　中川小

【広島県】▼広島市　美鈴が丘中　船越中　口田中▼呉
市　横路中　天応中　安浦中　倉橋中　吉浦中▼尾道市　
吉和中　▼三次市　塩町中　三和中　▼江田島市　江田
島中　▼東広島市　高屋中　河内中　▼福山市　神辺東
中　▼庄原市　口和中

【愛媛県】▼宇和島市　玉津小　立間小　戸島小　喜佐

方小　成妙小　吉田小　吉田中　▼大洲市　久米小　肱
川小　三善小　肱川中　▼鬼北町　近永小　広見中　▼
西予市　明浜中　▼上島町　魚島中

北海道胆振地震
【北海道】▼厚真町　厚真中央小　上厚真小　厚真中　
▼安平町　追分小　早来中　追分中　▼むかわ町　宮戸
小　穂別小

　新千歳空港から雪道を車で 20 分ほど
走ると安平町に入ります。酪農や競走馬
の生産、スケート競技などが盛んな内陸
の町です。訪れたのは 1 月 22 日。前日
はかなりの雪が降ったそうですが、この
日はよく晴れていました。町役場から少
し行くと、プレハブ作りの 2 階建ての
建物が見えてきました。それが安平町立
早来中学校の仮設校舎です。
　昨年の北海道胆振東部地震では、震源
地の厚真町や隣接する安平・むかわ両町
の学校も大きな被害を受けました。中で
も早来中は校舎の損壊度が大きく、建て
替えないといけないことになり、その後
の授業は町民センターの会議室をアコー
ディオンカーテンで仕切って行われてい
ました。3 学期になって、ようやく町が
建設を進めていた仮設校舎に引っ越すこ
とができ、前週にあった始業式には全道
のマスコミが取材に来たそうです。
　「前の校舎は床にひびが入り、敷地に
は地割れが生じて、とても使える状態で

はありませんでした」と村田宏文校長。
校舎は耐震補強されていたので倒壊は免
れましたが、それでも補強の鉄骨が曲が
ったり、天井からコンクリートがはがれ
て落ちたりと、すさまじい状況だったそ
うです。「発生が未明ではなく、もし昼
間だったら、生徒に被害が出たかもしれ
ません」。
　同校は生徒 111 人で全 4 学級。プレ
ハブ校舎には、普通教室 4、音楽や理科
など特別教室 4、それに職員室、保健室
など最低限の設備が用意されました。プ
レハブだけに寒いかと思いきや、しっか
り暖房され、意外に温かかったです。「た
だのプレハブではなく、断熱材が入った
寒冷地仕様になっています」と小笠原伴
行教頭。とはいえ、校庭や体育館は、道
向かいの早来小学校のものを借りてい
る状態。「昼休みに遊ぶところもなくて
……」と村田校長は不憫な思いを口にし
ます。
　それでも、そろいのジャージーを着た

生徒たちは元気いっぱいに授業を受けて
いました。写真を撮る際にはじけたポー
ズを頼むと、照れながらもピースサイン
を作って笑顔を向けてくれました。1 年
生の小野功貴くんは「町民センターに比
べて、ここはちゃんと〝校舎〟だという
感じがする。体育館のない仮設のプレハ
ブだけど、そんなに不便は感じません」
と、たくましく答えてくれました。
　町では校舎の建て替えを機に、早来中
と早来小を一体化して小中一貫の義務教
育学校としたい考えだそうです。現在
の計画では校舎の完成は 2021 年 7 月、
開校は 22 年 4 月。つまり、今通ってい
る生徒たちは、このプレハブ校舎から巣
立っていくことになります。村田校長は

「今度の 4 月に入学する生徒には、せめ
てプレハブを出てから卒業させてあげた
いです」と話していました。

◇
　北海道地震へのベルマーク財団からの
援助は下の記事をご参照ください。

西日本豪雨・北海道地震で51校に援助
総額1120万円

北海道地震で被災、安平町立早来中学校
「やっと自分たちの校舎ができた」

㊤はじけたポーズをとってくれた早来中の生徒たち
㊥プレハブの仮設校舎
㊦被災直後の旧校舎内。図書室では本棚が倒れた
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　「特別賞をいただき驚いています」。初
応募で特別賞を受賞した埼玉県入間市立
狭山小学校（酒本希朱＝さけもと・きあ
け＝校長、児童 432 人）では、今年度
から図書館推進委員会（通称図書ボラン
ティア）がベルマーク活動を担当してい
ます。読み聞かせや児童の図書委員の補
助業務などを行う 9 人ほどのメンバー
で、子どもが卒業後も長年続けている人
もいます。ベルマークの仕分けは月一回、
午前中の 3 時間。来るのも帰るのも自
由で、保育士の仕事の合間に参加する人
もいるそうです。「得意ではないけれど、
皆でやると集中して出来ます」「お喋り
しながら作業するのが楽しい」と和気あ
いあいと仕分けしています。
　狭山小では一昨年まで PTA 学級委員
会がベルマークを担当していましたが、
作業が負担になるという声から活動を中
止する事になりました。ところが「作業
は大変だけど、ベルマーク自体は残した
い」という意見も多く、何とか続けられ

ないかと模索した結果、図書館推進委員
会が引き受ける事になりました。
　「活動休止後、各教室に置いてあった
回収箱の中身を試しに集計したところ、
9805 点もあったんです。まだまだ集め
てくれている方がいると分かり、子ども
たちのためになるならと、話し合って引
き受けることにしました」と代表の菊池
千恵子さん。
　ベルマークだよりは菊池さんと、同じ
く 10 年以上図書ボランティアを続ける
山﨑香織さんが作っています。「活動を
始めたばかりで発行数も少なく、ベル
マーク以外のお知らせも載せていたの
で、コンクールへの応募をためらいまし
たが、募集要項に『活動への協力を呼び
かける内容』とあったので送ってみまし
た」。保護者に向けた真摯な呼びかけや、
ボランティアで活動を再開した点が評価
されました。
　ベルマーク預金は図書室に置く本の購
入にあてられる予定だそうです。

　札幌市の JR 学園都市線「あいの里公
園」駅から雪の中を歩くこと約５分。札
幌市立あいの里東小学校（椛澤裕子校長、
児童 550 人）は登校時間でした。8 時
15 分、玄関のドアが開き、子どもたち
が一斉に下駄箱へと殺到します。
　そこに「おはよう、ベルマークウィー
クやってます。マーク持ってきた人は出
してねー」と、PTA 厚生部ベルマーク
班長の髙橋宗子さんが声をかけます。子
どもがマークの入った袋を出すと、「あ
りがとー」とハイタッチ。この朝は 10
人ほどがマークを持ってきてくれまし
た。

　髙橋さんは昨年、初めてベルマーク班
になって、6 月に札幌市で開かれたベル
マーク運動説明会に参加。この運動がハ
ンディのある学校への支援につながるこ
とを知り、自分も頑張ろうと思ったそう
です。そこでまず力を入れたのがベルマ
ーク便り。「昨年までは同じひな型でし
たが、子どもたちの目にとまるよう工夫
しました」と髙橋さん。便りのタイトル
も「Hello! ベルマーク」に変えました。

　2 学期の開始時には「ベルマークウィ
ーク」と題した収集強化週間を設定し、
協力してくれた子どもの名前を発表。こ
うしたイベント活動の成果があがり、今
年度の第 1 回集計では前年より 1 万点
も多い 2 万 4 千点が集まりました。さ
らに 2 学期の最後の週と 3 学期の初め
の週を「ベルマークウィーク 2」と設定。
最終的には前回の 80 人を上回る 160
人の子どもたちが参加してくれました。
子どもたちには、後で感謝状と手作りの
しおりをプレゼントします。
　インクカートリッジの収集箱が並んで
いただけの廊下の隅は飾り付け、華やか
なベルマークコーナーに変身させまし
た。高橋さんの行動力と豊富なアイデア
にはとても感心させられます。
　優秀賞の賞金のうち 1 万円は「同じ
北海道の学校が大変なときなので」と、
胆振東部地震への災害支援金として寄付
していただきました。ありがとうござい
ました。

　福岡教育大学附属小倉小学校（服部
一啓＝はっとり・かずたか＝校長、児
童 417 人）が、初めての応募で特別賞
に選ばれました。小倉小では、研修委
員 18 人がベルマーク活動を支えていま
す。以前は同好会「ベルちゃんズ」とし
て月一回 10 人ほどで集まっていました
が、定期的に活動して盛り上げようと学
校に提案し、昨年 4 月から委員会にな
りました。保護者の連絡用アプリでマー
ク回収日をお知らせするなど工夫してい
ます。ベルマーク便りは四人一組で作成
しています。子どもたちに親しみやすい
ように手書きでカラフルに、フォントも
大きめで見やすくしました。各教室に掲
示する際には透明ケースに入れて縁を可
愛らしいテープで囲むなど目立つよう工
夫しています。
　ベルマーク便り第 1 号を作った橋本
舞さんは「シンプルにわかりやすく書き
ました」。また、第 2 号を作った三山芳
子さんは「誰が何を書くか話し合い、パ
ーツごとに自宅で作成したものを持ち寄
って貼り付けま
した」と、それ
ぞれの工夫を話
し て く れ ま し
た。
研修委員は「子
どもたちにより
良い学習を」と、

科学ショー
などのイベ
ントも企画
し て お り、
11 月 に は
国立研究開
発法人防災
科学技術研
究所の林春
男理事長による防災科学教室も実現しま
した。また 10 月の文化祭では、協賛会
社のスミフルジャパン（ベルマーク番号
70）のキャンペーンで当選したバナナ
でチョコバナナを作り、ベルマークを持
参した人にプレゼントしたところ、わず
か一日で三千点以上のマークが集まりま
した。
　「ベルちゃんズ」の頃から熱心に取り
組んできた研修委員長の牛嶋重美さん
は、「受賞を励みに一層頑張っていきた
いです」、また船瀬安仁副校長は「研修
委員の方たちの頑張りが認められて嬉し
い」と、共に受賞を喜びました。

　2018 年度ベルマーク便りコンクールは 73 校から
応募があり、財団職員が審査した結果、優秀賞 10 校、
佳作 6 校、特別賞 5 校が決まりました。毎年のよう
に優秀賞に選ばれる「常連校」も多いですが、今回は、
初めて賞を取った学校を中心に計 7 校を訪問、日ご
ろの活動ぶりをお聞きしました。

中には、活動が岐路にさしかかり、やり方を変えて継続していこう
とトライしている学校もありました。また、初めて発行したのにいきな
り受賞、というラッキーな学校も。事情は様々ですが、どの学校からも、
ベルマークにかける情熱と、その真摯な活動ぶりが伝わってきます。

　ベルマーク便りコンクールは、2019 年度も実施
いたします。詳細は新年度になってから財団ＨＰと
新聞紙上でお知らせしますが、応募いただいた学校
には、もし受賞しなくても、参加賞として 2000 円
の図書カードをプレゼントするのは例年と同じです。
ぜひ、奮ってご応募ください。

ベルマーク便りコンクール

優秀賞　札幌市立あいの里東小学校　

特別賞　入間市立狭山小学校 特別賞　福岡教育大学附属小倉小学校

入賞校を訪ねて
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　玉川小では 1977 年から続くベルマー
ク運動が昨春、存続の危機に直面しまし
た。PTA 業務の効率化が理由でしたが、
ベルマークを担当する教養部のメンバー
は「 作業は大変だけど学校で役立つも
のを買える運動の火を絶やしていいの
か」「どれだけマークが貯まるか、やれ
るだけのことをしてから決めよう」と、
新たな挑戦を始めました。その結果、年
3 ～ 4 万だった点数は今年度、1、2 学
期だけで 6 万 6 千点と大幅にアップし
ました。
　改革の手始めは、クラスごとに回収箱
を置き、いつでもマークを入れられるよ
うにしたことです。従来の回収は年２回
でしたが、毎月第１金曜を「ベルマーク
の日」とし、それに合わせてベルマーク
便りを発行して収集を呼びかけました。
　ベルマーク便りの編集は、学年ごとに
５人ほどいる教養部メンバーが月替わり
で担当しています。楽しく読めるものを
目指し、工夫
して競い合っ
ています。
　仕分け・集
計の方法も変
えました。全
員が集まるの
ではなく、各
学年に任せて
１学期分をま

とめるようにし
ました。企業と
点数ごとに封筒
を作り、全学年
で共有。仕分け
るたびに表に枚
数と点数を書き
込みます。集計
がかなり楽にな
りました。
　点数増には、収集の呼びかけを地域に
広げたことも寄与しています。公民館や
郵便局、銀行など校区内の８カ所に回
収箱を設置。「ベルマークを集めていま
す！」と書いたポスターを様々な場所に
貼り、自治会の回覧板でも PR しました。
回収箱は教養部メンバーが住むマンショ
ンの一部にも置いており、「年配の方が
入れてくれ、意外に集まる」そうです。
地元の立命館大学でも、知り合いの先生
を通じて学生たちに協力を求めました。
　今年度の目標は当初５万点でした。で
も、予想以上の点数アップで、夏以降は

「20 万点」を掲げ、「県ナンバー１を目
指そう」を合言葉に頑張っています。部
長の木元奈々さんは「部員のいろんな個
性が集まっていい結果につながった。受
賞はとてもうれしい」と喜んでいます。
副部長の杉町知佳さんも「賞をきっかけ
にベルマーク収集をさらにアピールして
いきたい」と張り切っています。

　ベルマーク運動には 2007 年から加わ
っていますが、「ベルコン」への参加は
初めて。負担軽減や点数増を目指して今
年度から始めた試みを広く紹介できれ
ば、との思いで応募しました。
　改革は PTA の総務委員会（12 人）が
進めました。本部役員の松本由希恵さん
は「大変といわれる作業をどうにかした
いと知恵を絞りました」と話します。
　まず変えたのはマークの回収方法で
す。従来は、封筒に入れて児童が月１回、
学校に提出していましたが、新方式では、
壁掛けのウォールポケットを利用。市販
品に手を加えて１階廊下に設置し、ベル
マーク番号ごとに分けたポケットに入れ
てもらうようにしました。
　各ポケットには協賛商品の写真などを
あしらっています。楽しいデザインで、
協賛社も見分けやすいと評判です。仕分
けの手間が大幅に減りました。
　ウォールポケットの上には、購入予定
の備品の点数と集まった点数も掲示して
います。総務委員らは、「途中経過が目

に見えると、子どもも頑張ろうという気
持ちになりますよね」と話します。総務
委員やボランティアの PTA 会員がして
いた協賛会社別の仕分け・集計について
も、マークの縁カットやテープ留めをや
め、点数ごとに枚数を計算するだけにし
ました。
　テトラパックとインクカートリッジの
回収も始めました。地域の回覧板でも呼
びかけ、テトラパックは夏場だけで 12
キロも集まりました。
　児童数 323 人の小所帯だけに点数ア
ップはあの手この手。行事で配るお茶は
ベルマーク付き「生茶」。夏祭りの景品
はウェブベルマークを通じて購入しまし
た。
　ベルマーク便りでは、こうした取り組
みをわかりやすくお知らせしています。
児童も読めるように大きめの字で漢字は
ふりがな付き。「活動をしっかり PR す
ることで、みんなのやる気をアップさせ
よう」というのが総務委員らの思いです。

　静岡県三島市立北幼稚園（福尾美幸
園長、132 人）の「ベルマークだより」
が特別賞に選ばれました。ベルマーク
担当で PTA 副会長の立林美之（みゆき）
さんが作成しています。

お送りいただいたベルマーク便り６
枚や昨年度の活動報告などからは、継続
して活動をして下さっている様子が伝わ
ってきました。

　お便りの特徴は、皆さんへの感謝の言
葉と、活動の内容が誰にでも見えるよう
にしてあることです。「平成 29 年度ベ
ルマーク運動報告」には、送付したマー
クのうち何点がベルマーク、インクカー
トリッジやテトラパックなのかといった
内訳が掲載されています。こんなお買い
ものをして、その１割の○○円がへき地
校支援にまわり、また友愛援助にいくら
使ったかなど、使途についても詳しく掲
載されており、集まったベルマークが適
正に使われていることを理解できるよう
になっています。担当として活動して初

めて知ったことも盛り込み、皆さんの意
識が高まることを願いながら作成してい
るそうです。
　廊下に飾っ
てある 50 万
点の盾（2016
年 2 月 に 達
成）を見て、
立 林 さ ん は

「いつから参
加しているのかわからないけど、これだ
け積み上げるってすごいですよね」と言
います。北幼稚園が参加したのは 2003
年。同市の児童数は減少傾向にあり、北
幼稚園も例外ではありませんが、卒園し
た児童の保護者や近所の方の力も借りな
がら、着実に活動しています。
　立林さんと共に活動する PTA 総務部
のメンバーは、PTA 会長の鈴木佳乃子
さん、井瀧奈美さん、森玲奈さん、髙田
優子さん、仁藤紘美さん。鈴木さんは、「と
ても地道な作業で、集計当日だけでなく、
下準備から発送までこなすことがいっぱ
いあるけれど、そんな努力が実り、嬉し
く思います」と立林さんを労いました。
　福尾園長は、「0.1 点単位の小さくて
細かいマークを集計してくださることに
感謝しております。積み重ねて下さった
点数を、子どもたちが実際に使えるもの
を購入することで還元していきたい」と
今後の抱負を語ってくださいました。

　初めて編集・発行した「ベルマーク新
聞」でいきなりの特別賞。簡潔明瞭な文
章と読みやすいレイアウトで１ページに
様々な記事を上手に載せている点が評価
されました。手書きの柔らかいタッチも

親しみやすさを感じさせます。
　編集した昨年度の PTA 施設委員長の
永田桃子さんは、「見やすく、わかりや
すく、かわいらしい紙面を心がけまし
た」。絵や写真を多用して、文字は少な
めにしたと言います。
　ベルマーク運動の説明会に出席して、
ベルマークでの購入費の１割がハンディ
のある学校の支援に役立てられているこ
とや、ネットショッピングで点数を貯め
られるウェブベルマークなどを初めて知
り、「みんなに伝えたい」と思ったこと
が新聞創刊につながりました。4 年ほど
貯めていたベルマーク預金で、ボール類
や一輪車など約 26 万円分の備品を一挙
に購入した報告も、目的の一つでした。
　児童数 300 人ほどの学校ですが、毎
年 4 ～ 5 万点のマークが集まります。

明治 5（1872）年創立の伝統校だけに、
学校を支えようという地域の思いはとり
わけ強く、地元のスーパーに置いた収集
箱は 2 ～ 3 カ月で満杯になります。総
点数の半分は、こうして地域から寄せら
れた分です。
　いま力を入れているのはウェブベルマ
ークの PR です。新聞でも、全国 2391
校中 329 位というウェブベルマークで
の熊野小のランキングを載せ、「めざせ！
関西ベスト 10」と宣言しました。今年
度の施設委員長の喜多行美さんは、協賛
会社の負担で東北の被災校に 1 円が寄
付できるウェブベルマークのワンクリッ
ク募金をとりあげ、「そういう社会貢献
活動も伝えていけたらいいな」と言いま
す。
　PTA 会長の松原唯夫さんは「施設委
員のみなさんには熱心に取り組んでいた
だき、ありがたく思っています。地域の
人たちの協力にも感謝しながら、引き続
き頑張っていきたい」と話しています。

特別賞　草津市立玉川小学校 特別賞　三島市立北幼稚園

佳作　京都市立嵐山東小学校 特別賞　堺市立熊野（ゆや）小学校

ベルマーク便りコンクール入賞校を訪ねて
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　「中学生九州サミット in みなまた　～
我が地域に勇気の一歩を！～」が、熊本
県芦北町の「あしきた青少年の家」で
12 月 22 日から 25 日に開催されました。
熊本県・水俣市・福島県・福島市・郡山
市・伊達市・国見町の各教育委員会が後
援しました。
　始まりは、東日本大震災で風評被害を
受けた福島県に対し、水俣病で同様の経
験をした水俣市ＰＴＡ関係者が提案し
て、双方の中学生同士が復興や地域貢献
について話し合う機会を設けたことでし
た。その後、有志で構成される福島・水
俣教育交流実行委員会（委員長・中村慶

治さん）が主催し「中学生九州サミット」
となりました。ベルマーク財団もこの活
動を支援しています。福島、水俣、佐賀
から計 50 人の中学生が参加しました。
　専門家や経験者らの「講話」を聴き、
それをもとに話し合う「熟議」が繰り返
される形で進行し、そのテーマは多岐に
わたりました。
　福島第一原発に足を運んだ天野良文さ
んは、写真を見せて「水俣病はうつりま
すか？放射線はうつりますか？」と問い
かけ、“ 無知 ” が風評や差別につながる
ことを訴えました。
　水俣病の語り部である杉本肇さんは、

家族が発病し、“ 奇病 ” と言われていた
時期に “ 患者のウチ（家）” とレッテル
を貼られた経験を伝え、それでも希望を
捨てないことの大切さを語りました。
　「熟議」では、班ごとに意見をまとめ
ます。意見を聞いたあとは、合言葉「い
いねー！」を使って元気よく反応するこ
とで場の雰囲気を盛り上げました。
　水俣第二中学校２年の濱田佳子さんは

「講話を聞いたら、私たちにも出来るこ
とがあって、それを実行していくことが
大切だと分かりました。」と語り、今後
の抱負として「生徒会でいろんな意見を
出していきたいです」と話しました。

実行委員長の中村さんは、挨拶で「正し
い情報を発信、と言葉で言うのは簡単。
でも自分の目や耳で確認する作業を怠る
と、風評を生み新たな被害者をつくりま
す。水俣病も原発事故もそれが原因で、
人々が傷つき、未だにその傷は癒えませ
ん」と話しました。中村さんは保護者と
してＰＴＡ活動をしている際に両者の共
通点を見出し、故郷に誇りを持つことの
大切さを伝えたいと思って、交流の実現
に尽力してきました。
　サミットを支えた大人たちの思いはし
っかりと生徒の心に届いたことでしょ
う。

　朝日新聞の販売所でつくる鳥取県朝日会がベルマーク
１万 8924 点を米子市立就将小学校（児童数約 350 人）
に寄贈しました。新聞購読者らに呼びかけて約 2 年が
かりで集め、集計も販売所長らが手がけました。
　朝日会と朝日新聞鳥取総局が中心になって進める教育
支援プロジェクト「鳥取こどもみらいろ応援団」の一環。
同校が長年ベルマーク運動に積極的に取り組んでいるこ
とから寄贈先に選びました。小椋和彦会長と ASA 米子
中央の田中英雄店長らが学校を訪れ、上村一也校長に手

渡しました。
　創立 110 周年を迎える同校は校舎改修工事の真っ最
中。上村校長は「備品類を買い換える必要がある中、自
由に使えるベルマークの寄贈はありがたい。学校だより
などで紹介し、学校のベルマーク運動をより活発にした
い」と話しています。
　鳥取県朝日会は売上金の一部を福祉施設に寄付した
り、子育て講演会を開催したり、様々な教育支援活動に
取り組んでいます。

　浜松市の老人ホーム「浜名湖エデンの園」で 12 月
18 日、ベルマークの仕分け会が開かれました。協賛会
社のあいおいニッセイ同和損保（ベルマーク番号 92）が、
市内の全 24 図書館に収集箱を設置して集めたマークで
す。
　同社は 2017 年暮れに浜松市と包括連携協定を結び、
その一環として昨年 1 月からベルマーク収集を始めま
した。同 3 月には社会福祉法人聖隷福祉事業団の協力
を得て「浜名湖エデンの園」で仕分け作業をし、6 月に
は市内の障害児・者施設にマーク 2 万余点を寄贈して

います。
　2 回目となるこの日の仕分け会には入所者 10 人に加
え、園長の宮原成信さんと同園スタッフ、あいおいニッ
セイ同和損保の内田勝司浜松第一支社長、喜多村誠之浜
松支店担当課長ら計 18 人が参加しました。「コツをつ
かむと楽しい」「慣れればスピードがあがる」などと会
話しながら、みな一生懸命手を動かしました。宮原園長
は締めのあいさつで「本日は大変有意義な時間を過ごせ
ました」と述べました。今後さらに集計を進め、最終的
にマークは市内の団体に寄贈される予定です。

㊧不知火海をバックにみんなで記念撮影
㊨㊤真剣なまなざし
㊨㊦クリスマスに頑張る中学生のためにくまモンが
サプライズで登場

「いいねー！」合言葉に議論重ねた 4日間
福島の中学生招き「九州サミット in みなまた」

地域の協力呼びかけマーク寄贈
鳥取県朝日会、米子市の小学校に

浜松市の老人ホームでマークの仕分け会
あいおいニッセイ同和損保が市内 24図書館で収集

上村一也校長（左）にマークを手渡す鳥取県朝日会の小椋和彦会長

みんなで仕分け作業
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1 月
大砂土東小
　　　　　さいたま市見沼区　9,068,466
武蔵野小　　川越市　　　　　6,010,258
新庄小　　　富山市　　　　　6,019,943
長等小　　　大津市　　　　　6,001,814
松陽小　　　白山市　　　　　5,005,444
清和小　　　鹿児島市　　　　4,008,160
鶴丸高　　　鹿児島市　　　　4,064,344
成器南小　　勝山市　　　　　3,032,183
幼保連携型認定こども園常葉大学附属たち
ばな幼稚園　　静岡市葵区　　3,015,460
沢池小　　　明石市　　　　　3,012,090
桔梗野小　　弘前市　　　　　2,000,494
小鮎小　　　厚木市　　　　　2,001,242
意岐部小　　東大阪市　　　　2,011,039
平野中　　　神戸市西区　　　2,012,572
松島小　　　福岡市東区　　　2,013,908
南立石小　　別府市　　　　　2,006,958
高階北小　　川越市　　　　　1,023,793
春野小　　さいたま市見沼区　1,008,929
原小　　　　印西市　　　　　1,025,733
笄小　　　　港区　　　　　　1,001,182
茅ヶ崎東小　横浜市都筑区　　1,028,868
高司小　　　宝塚市　　　　　1,003,461
真備中　　　倉敷市　　　　　1,079,093
高屋中　　　東広島市　　　　1,005,261
森山東小　　諌早市　　　　　1,004,288

　協賛会社の東芝ライフスタイル（ベルマーク番号 43）の商品、
「アルカリ１」と「LED 懐中電灯」がさらに進化しました。
　乾電池「アルカリ１」は使用推奨期限が 10 年になり、本体と
パッケージのデザインも新しくなりました。買い置きに、防災な
どに安心です。
　「LED 懐中電灯」は従来品と比較して、明るさが約 60％アップ
して再登場です。連続使用時間も長くなり、雨の中でも使える防
水仕様となっています。レジャーや非常時の強い味方です。
　いずれの商品にもベルマークがついています。ぜひお買い求め
ください。

【アルカリ１】
単 1 形（4 ～ 7 点）　単 2 形（4
～ 6 点 ） 単 3 形（3 ～ 18 点 ）
単 4 形（3 ～ 10 点）

【LED 懐中電灯】
KF Ｌ － 12N（W）、KF
Ｌ － 22N（W）、KF Ｌ
－ 32N（W）　（各９点）

　大阪府堺市北区の市立金岡小学校（中里昭宏校長、児
童数約 1100 人）が 1961 年から集めてきたベルマーク
の累計点数が、昨年 11 月に 800 万を突破しました。5
年間で 100 万点を積み上げました。
　PTA でベルマークを担当しているのは、各学年 1 人
の学年代表と全 31 クラスの学級代表で構成する学年委
員会。本部役員の泉池まゆみさんが取りまとめ役です。
　マークは年 4 回、児童が学校に持ち寄ります。1、2
年生は授業開始まで、PTA の学年委メンバーのサポー
トを受けながら自分らで協賛会社別に分けます。3 年生
以上はクラスの回収箱に入れます。それを学年委メンバ
ーが回収し、その日のうちに学校で仕分けます。点数計
算は担当企業を決め、それぞれの自宅でしています。
　回収箱は公民館やスーパー、保育所など校外の 18 カ
所にも置いています。テトラパックは地域の協力で回収
量が年々アップ。10 キロ詰めの段ボールを年に 20 ～
30 箱も発送できるようになりました、PTA の行事で配
るお茶はベルマーク付きの「生茶」を選び、その場でマ

ークを回収するなど、細かい努力も重ねています。
　昨年度の集票点数は約 16 万 3 千。府内 3 位、全国で
も 73 位でした。市内屈指の大規模校という事情もあり
ますが、「地域を含め、『子どもたちのためにベルマーク
を集めて役立てよう』という意識と関心の高さを実感し
ます」と泉池さんは言います。
　今年度は日本テトラパックの「『アルミ付き紙パック
回収チャレンジ』キャンペーン」で「継続は力で賞」に
輝きました。賞品は紙パックをリサイクルしたボックス
ティッシュで、全校児童に５箱ずつ配りました。「回収
作業は楽ではないけれど、『やってて良かった』とみん
なで喜び合いました」
　働くお母さんが増える中、ベルマーク運動の担い手の
負担をさらに減らしていかねば、とも感じています。「ベ
ルマークはとても意味のある取り組みだと思います。続
けていくためにも、みんなが無理せず楽しくできるよう
に工夫していきたいですね」

　九州山地と霧島連山に囲まれた宮崎県小林市の市立小
林小学校（児童数 607 人）の累計ベルマーク点数が昨
年 10 月、同県で初めて 700 万点を超えました。1961
年から運動に加わり、児童と PTA のベルマーク委員会
の連携プレーで県内屈指の実績をあげ続けています。
　1872（明治 5）年創立の伝統校。校長室前の廊下に
は学校の歩みを記した大きな掲示板があり、ベルマーク
に関しても細かく書かれています。昭和 58 年「ベルマ
ーク運動第１位の表彰」▽平成 7 年「ベルマーク 400
万点達成　大型テレビ（42 型）購入」▽ 12 年「ベル
マーク 500 万点達成。全国表彰」……。小林小のみな
さんのベルマーク愛の深さをひしひしと感じました。
　マークの回収は、5 ～ 6 年生の各クラス３～４人の児
童計約20人でつくるベルマーク委員会が担っています。
月１～２回活動し、持ち寄ったマークを仕分けしていま
す。一方、PTA のベルマーク委員会は全学年のクラス
ごとに 2 ～ 3 人いて計 43 人。偶数と奇数の学年に分け、
年に 3 回ずつ活動しています。児童のベルマーク委員

会がやり残したマークや、地元のファミリーマートが集
めてくれるマークを仕分け・集計。事務用品店から寄せ
られるインクカートリッジも整理しています。
　ベルマーク預金で今年度は運動会用のテントを買いま
した。環境教育という観点から全クラス分のごみ分別ボ
ックスを購入したり、東日本大震災ではマークを被災地
の学校に寄贈したりもしてきました。
　委員長の斉藤寿代さんは「代々この学校に通う家庭が
多く、ベルマーク集めは当たり前になっている感じ。よ
く協力してくれています」。副委員長の水間真由美さん
は神奈川県の実家の父母にもマークを集めてもらってい
ます。700 万点超えについては、２人とも「これまで
の在校生や PTA のみなさんの努力の賜物。今後も積み
重ねて行けたらいいな」と言います。本部礼次郎校長も

「PTA の方々の頑張りには頭が下がります。ベルマーク
に込められた家庭や地域のみなさんの思いを子どもたち
にしっかりと伝え、感謝の気持ちを持てるようにしたい」
と話しています。

　毎年ベルマークを寄贈してくれている第一生命保険団
体年金サービス部（東京都江東区）が、今年も 1 月 31
日にベルマーク財団を訪れ、マーク 4300 点余を財団職
員に手渡しました。
　内訳は、切り取ったマークが 3819.2 点、インクカー
トリッジが 570 点。今年はマークを協賛会社・点数ご
とに仕分け・集計した上で持ってきていただきました。
仕分けた協賛会社は 34 社分でした。
　同部は 3 年前から社会貢献の一環としてベルマーク
を始めています。企業年金の制度管理業務を担当してい
る企業年金ビジネスサービス株式会社（東京都品川区）
とともにマークを収集しています。今後も引き続きベル
マーク活動に
取り組んでい
ただけるとの
こと。ありが
とうございま
した。大切に
使わせていた
だきます。

大台達成校東芝ライフスタイルの「アルカリ１」
「LED懐中電灯」がさらに進化

「集めるのがあたり前」

5年間で 100万点積み上げ

700 万点　宮崎・小林市立小林小

800 万点　大阪・堺市立金岡小学校

㊤PTAベルマーク委員会のみなさん
㊦学校のあゆみを紹介する大きな掲示板には、ベルマークに関する記述
も目立ちます。

◎第一生命寄贈

PTA 本部役員の泉池まゆみさん（前列右端）と学年委員会のみなさん



2019年（平成31年）2月10日（日曜日）第457号

　昨年の大晦日、新聞によっては元日付
けに載っていましたが、作家の宮川ひろ
さんが亡くなられました。産休補助の先
生と子どもたちの交流を描いた『るすば
ん先生』で 1969 年デビュー、この時宮
川さんは 46 歳でした。そこからちょう
ど 50 年、『先生のつうしんぼ』『天使の
いる教室』など、多くの作品を通じて、
子どもたちや子どもと関わる大人たちを
優しく励ましてきました。聞けば、これ
から本になる原稿があるというくらい、
現役作家でした。ご冥福をお祈りします。

絵　本
『そらのうえのそうでんせん』
（鎌田歩・作、アリス館）
　高い鉄塔と鉄塔
をつなぐ送電線。
この補修点検の仕
事をしている人た
ちは、ラインマン
と呼ばれます。高
さ 50 メートルの
世界で、どんなふうに仕事をするのか。
絵本の画面を文字通り縦横に使いなが
ら、その仕事ぶりや、ラインマンから見
える光景が描かれます。この絵本を見た
後では、送電線を見上げた時の気持ちが
ガラッと変わるでしょう。（低・中学年
以上向き、1400 円＋税）

『だいだいだいすき』
（石津ちひろ・文、たかくわこうじ・絵、
ハッピーオウル社）
　僕は専門学校で
絵本作りの授業の
最初の時間に、学
生に「折句」での
自己紹介をしても
らいます。〈フる
い人間と〉〈ジか
くはしてますが〉

〈タのしくやりましょう〉という具合で
す。この絵本は、カバの親子の日常の風
景についている文が、すべて動物の折句

になっています。〈クるくるまわる〉〈マ
まのまわりを〉という具合に。そしてそ
の動物がページのどこかに隠れていると
いう仕掛け。この絵本を読んだ後、子ど
もと一緒にぜひ折句を楽しんでくださ
い。（低学年から、1300 円＋税）

『だいじょうぶじゃない』
（松田もとこ・作、狩野富貴子・絵、ポ
プラ社）
　〈ぼく〉のおば
あちゃんは、山の
中の家での一人暮
し。夏休みに遊び
に行くと、まわり
の畑でとれた野菜
がとてもおいしいのです。ところが、さ
るたちがその野菜を狙ってやってくると
いうのです。畑に入り込もうとするさる
たちを、おばあちゃんがゴム鉄砲で追い
払いますが、さるたちも負けてはいませ
ん。夜に屋根の上で騒いだり、食べかけ
をまき散らしたり。お父さんが迎えに来
た日、「だいじょうぶだから」というお
ばあちゃんに、「だいじょうぶじゃなー
い」と叫ぶ〈ぼく〉。絵本のタイトルに
なっているこの言葉は、子どもたちの心
にさまざまな波紋を投げかけてくれるで
しょう。（低学年向き、1400 円＋税）

低・中学年向け
『二年二組のたからばこ』
（山本悦子・作、佐藤真紀子・絵、童心社）
　二年二組にある

「たからばこ」は、
たから君の落とし
物を入れるための
箱。それくらいた
から君は落とし物
が多いのです。隣
の席になったみな
は、たから君に物を貸すのが嫌になって
きます。悪いのはたから君なのに、全然
平気そうなのです。二人が日直の時、大

事な鍵がなくなり、みんなたから君のせ
いだと言い始めますが、実はみなのほう
に心当たりがありました。教室に漂う「当
たり前」をものともしない、たから君の
キャラクターが魅力的です。（低・中学
年向き、1000 円＋税）

『がんばれ給食委員長』
（中松まるは・作、石山さやか・絵、あ
かね書房）
　ゆうなの学校は
5 年生から委員会
活動があり、なん
となく給食委員に
なったゆうな。初
めての給食委員会
で、くじで給食委
員長を引き受けるはめに。若い栄養士の
藤代先生が、食べ残しの多いことに悩ん
でいるらしいことを知り、給食委員会で
子どもたちの好きなメニューを出し合っ
たりするのですが、学校給食がいかにさ
まざまな制約の中で作られているかを知
っていきます。冒頭の『先生のつうし
んぼ』を始め、給食のことはよく題材
になるのですが、これほど本格的に学
校給食をめぐる制度的な背景が語られ
た作品は初めてでした。さて、優菜た
ちが試行錯誤の末にたどり着いた方策
は？　5 年生中心の物語ですが、4 年生
くらいから充分興味深く読まれるでし
ょう。（中・高学年向き、1200 円＋税） 

高学年・中学生向け
『むこう岸』（安田夏菜・作、講談社）
　医者の息子で難
関中学への入学を
果たした山之内和
真。母子家庭でそ
の母も病弱なため
生活保護を受け、
家事や妹の世話ま
で負担している佐
野樹希。本来接点のないはずの二人でし

たが、勉強についていけなくなった和真
が、樹希のいる公立中学 3 年生のクラ
スに転校してきたのが始まりでした。有
名中学からの転校であることをひた隠し
にする和真でしたが、偶然樹希がそれを
知り、口止めとして出した条件が、同じ
ような境遇で父親が黒人のアベルに、勉
強を教えることでした。ここから、和真
はまったく知らなかった世界に足を踏み
入れ、生活保護をめぐる不条理に目が向
けられていきます。このように書くと、
いささか図式的な構図という印象を受け
るかもしれませんが、そうした図式を越
えて、というか図式であることを恐れず
に、もがき苦しむ中学生たちの姿が、そ
のまわりの大人たちの姿が、あぶりださ
れていきます。その手応えは、まさにハ
ンパではありませんでした。（高学年・
中学生以上向き、1400 円＋税）

『クローンドッグ』
（今西乃子・作、金の星社）
　学校の帰り、航
が原っぱの段ボー
ル箱の中に見つけ
たのは、両方の後
ろ足が切られた子
犬でした。獣医師
である父親に診て
もらい、その子犬
を飼うことに。長
く親しんできた愛
犬が、前の年に亡くなっていたのです。
希（のぞみ）と名づけたこの犬を世話す
る中で、航の心も成長していきます。希
との絆が深まるにつれ、一方で遠くない
将来の希との別れが心配になっていく航
が、ネットで偶然目にしたのは、「ペッ
トのクローンを誕生させます」というサ
イトでした。『犬たちをおくる日』など
のノンフィクションで知られる著者が、
人間とペットとの関りについて読者に
問いかけます。（高学年以上向き、1300
円＋税）
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〈震災寄贈〉12月 21 日～ 1月 20 日
▼宮城県　匿名希望▼秋田県　大正琴あきた▼
福島県　高野裕美子▼群馬県　小倉クラッチ㈱
品質環境推進課スイーツサークル▼埼玉県　ふ
じみ野市立さぎの森小学校　山吹保育園　㈲エ
コクリーンサービス　松山女子高等学校ソーシ
ャル・サポート部▼千葉県　池田文江　関田元
子▼東京都　伊藤美香　杉山清子　住電商事
㈱　調布市職員共済会ボランティアクラブ　加
藤みか　清水久美子　ジャパンパイル㈱東京支
店　諏訪しおり　パナソニックシステムソリ
ューションズジャパン㈱ J-MOT 首都圏　吉田
みどり　JYJ への愛をささやく　岩瀬文弘　コ
ープみらい東京都本部東京 6 ブロック委員会　
温品心晴▼神奈川県　㈱野村総合研究所　門田
彩　ASA 二俣川　東芝インフラシステムズ㈱小
向事業所　林美奈子　丸田淳子▼新潟県　新潟
のサンタクロース　岡田悦子▼岐阜県　猪飼真
由美　服部尚子▼愛知県　川角淳子　田中利江　
日本年金機構鶴舞年金事務所　宮木このみ　岩
村美貴▼滋賀県　ローズキャッツ▼京都府　野
口美幸▼大阪府　川村早苗　中野一湖　山本真
輝▼兵庫県　㈱フェリシモ　たつのひめじ金澤
体操教室参加者一同▼和歌山県　父川順子▼岡
山県　ノートルダム清心学園清心中学校生徒会
▼広島県　松尾真希▼山口県　匿名希望▼愛媛
県　愛媛大学生協学生委員会▼福岡県　安楽く
るみ　重松さおり　藤まさみ　升本延香▼長崎
県　大村高等学校▼鹿児島県　福吉文▼　アマ

ノ　松井恵▼無記名＝ 32 件

〈一般寄贈〉12月 21 日～ 1月 20 日
▼北海道　山上ひとみ　加藤良一　佐藤玲　手
戸理佳　NPO 法人幹の会　長谷正枝▼岩手県　
むらさきのクリニック職員一同▼宮城県　阿部
好江　貝塚友香　野﨑博子▼秋田県　石田シゲ
子　伊藤ひろみ　鈴木薫▼茨城県　石塚英和　
石塚順子　シティーナ神立▼栃木県　石川志典
▼群馬県　須田節子▼埼玉県　ASA 小手指狭
山ヶ丘　明治安田生命保険 ( 相 ) 所沢支社　青
木宏之　菅野恵天　武内亮介　田島淑江　市川
和代　馬場ひろ子　藪陽一▼千葉県　花嶋純代　
鈴木美和　長田亮平　宮澤恭子　伊藤昭一▼東
京都　KDDI ㈱　井上一郎　宇野拓海　葛西美
沙子　塩野公認会計士事務所　自由学園　達川
佑香　針井陽子　堀内きよ　三橋良江　山﨑優
子　市川佳世子　井上一郎　岩本三礼子　㈱グ
リーンハウス　川下英子　河野　北野陽子　木
村才子　榊原陽子　ジブラルタ生命保険㈱自衛
隊推進チーム　ジャパンパイル㈱東京支店　杉
原泰雄・祐子　鶴山英己　東京海上ビジネスサ
ポート㈱　野口晴代　松延佳代　三菱 UFJ ニ
コス㈱　武蔵野ばあば　㈱東芝営業統括部一同　
佐藤和恵　星野一樹　武蔵野館▼神奈川県　主
婦　城田千秋　松本由美　矢嶋紀子　横浜建設
一般労働組合　四ツ橋准子　中山絵里　富士ソ
フト企画 ( 株 ) 横浜オフィス　石黒琢一郎　後
藤朝子　鈴木英一　東芝プラントシステム㈱経

理部・IFRS・J-SOX 対応推進部▼新潟県　井越
幸子　古川みゆき　地域密着型複合施設わしま
▼富山県　松井和子▼石川県　宮森まち子・要
▼長野県　伊藤伸子　千葉家一同▼岐阜県　西
田　匿名希望▼静岡県　全矢崎化工労働組合　
岡本　名取　わらべ絵館喜田川昌之　匿名希望
▼愛知県　奥井久惠　日本年金機構鶴舞年金事
務所　吉村千鶴　新海のぞみ　土屋友子　戸
川文子　梶原和美　㈱名鑑　阪堂淳子▼三重
県　アイスター商事代理店・川口節子　山森房
子▼京都府　河﨑太吾　中村ゆかり　㈲時代工
房　㈱スタジオニクロム▼大阪府　㈱関電エネ
ルギーソリューション有志　溝口しげみ　青木
なおみ　加藤紀子　谷野恵子　ブルガリイルカ
フェスタッフ一同　安永恒子　大和ハウス工
業 ( 株 )CS 推進部・関西地区お客さまセンター　
上場慶一　明治安田生命保険 ( 相 ) 事務サポー
ト部大阪事務サービスセンター▼兵庫県　福田
登三枝　加藤産業㈱　しみずみわ▼鳥取県　永
原千恵▼島根県　永窪秀臣▼広島県　天野祐子　
広島安田女子大学家政学部生活デザイン学科 1
年一同　呉健康サポートネットワーク▼山口県　
山中靖正　大船一宝　匿名希望▼徳島県　アイ
スター商事代理店・神原ひろ子▼愛媛県　東芝
ライテック㈱今治事業所▼高知県　麻生美奈穂　
㈱高知銀行▼福岡県　石橋由紀子▼長崎県　齋
藤公比呂▼大分県　石堂泰史　嶋﨑光平▼無記
名＝ 38 件

〈友愛援助申し込み〉1月 1日～ 1月 30 日
▼宮城県　高清水中（栗東市）▼福島県　県立
須賀川支援学校医大校（福島市）福島県立須賀
川支援学校医大校（福島市）福島西高（福島市）
▼茨城県　常陸太田市こどもセンター（常陸太
田市）岡田小（牛久市）▼埼玉県　青木北小（川
口市）潮止小（八潮市）栄和小（さいたま市桜
区）潮止小（八潮市）▼千葉県　千葉大学教育
学部附属小（千葉市稲毛区）▼東京都　南第四
小（町田市）東大和市立第四小（東大和市）富
士見丘中（杉並区）▼神奈川県　山元小（横浜
市中区）子安小（横浜市神奈川区）田名中（相
模原市中央区）清泉女学院中学高（鎌倉市）▼
富山県　若葉幼稚園（富山市）定塚小（高岡
市）定塚小（高岡市）▼長野県　吉田小（塩尻
市）▼静岡県　中野学園オイスカ高（浜松市西
区）▼愛知県　緑丘小（みよし市）汐路中（名
古屋市瑞穂区）名古屋柳城短期大学附属豊田幼
稚園（豊田市）▼滋賀県　瀬田中（大津市）▼
京都府　京都女子中（京都市東山区）▼大阪府　
樟葉西中（枚方市）山田中（吹田市）▼島根県　
蔵木中（吉賀町）▼広島県　大塚小（広島市安
佐南区）ノートルダム清心中・高（広島市西区）
美鈴が丘高（広島市佐伯区）▼徳島県　八万中

（徳島市）▼香川県　大野小（高松市）▼長崎
県　大野木場小（南島原市）▼鹿児島県　青戸
中（南九州市）

児童文学評論家・藤田のぼる

ベルマーク寄贈者・友愛援助リスト（敬称略）


